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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 内視鏡を収容する凹溝を有する浸漬槽と、
 側面及び上面を有する凸溝と、前記側面の下端から水平方向に延出された平坦部とを内
面に有し、前記浸漬槽を開閉自在な蓋部と、
 前記浸漬槽において、上端側が前記凸溝内に位置するよう設けられた、前記浸漬槽に液
体を供給する液体供給部と、
 前記液体供給部に設けられた前記液体を吐出する開口であって、開口の内一部が前記側
面と対向するよう配置された吐出口と、
 前記液体供給部を駆動し、前記平坦部が前記液体に浸漬する第１水位まで前記浸漬槽に
前記液体を導入するとともに前記第１の水位において前記吐出口を介して前記平坦部及び
前記側面に向け前記液体を吐出させる制御部と、
 を具備することを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
 前記第１水位及び前記第１水位よりも水位が高い第２水位を検知する水位検知部を備え
るとともに、前記液体供給部は、前記吐出口に連通する管路を具備し、
 前記管路は、前記第２水位よりも高い位置において重力方向下方から上方に向かう前記
管路の進行方向を重力方向上方から下方へと折り返す折り返し部を有し、
 前記吐出口は、前記第２水位よりも低い位置に配置されていることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡リプロセッサ。
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【請求項３】
 前記吐出口は、開口面積の位置、所定の割合が前記側面と対向するよう配置されている
ことにより、前記第１水位まで前記液体が導入されている状態において前記液体を吐出し
た際、前記側面への衝突に伴い前記液体の水面に気泡を発生させ、
 前記水面に発生させた前記気泡を前記平坦部に流液とともに供給することにより、前記
平坦部に付着されている気泡を除去することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロ
セッサ。
【請求項４】
 前記液体供給部は、給水栓から前記浸漬槽に水を供給するとともに、前記浸漬槽に対し
て循環させた前記液体を供給する給水循環ノズルを具備していることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　前記液体供給部の上端に、前記凸溝の前記上面に前記液体を吐出する他の開口部が配置
されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浸漬槽に液体を供給する液体供給部を具備する内視鏡リプロセッサに関する
。
【背景技術】
【０００２】
 内視鏡リプロセッサにおいては、内視鏡が収容された浸漬槽に対し、浸漬槽に設けられ
た液体供給部から、洗浄液、消毒液、濯ぎ水等の液体が選択的に所定の水位まで供給され
ることにより内視鏡が洗浄消毒される。
【０００３】
 ここで、洗浄消毒工程中においては、浸漬槽を閉じる内視鏡リプロセッサの蓋部の内面
も洗浄、消毒、濯ぎを行う必要がある。
【０００４】
 尚、蓋部の内面は、通常、液体供給部の上端側が位置する凸溝と、凸溝の下端から水平
方向に延出する平坦部とを有しているが、平坦部の洗浄、消毒、濯ぎを行うため、蓋部の
平坦部が浸漬する水位まで浸漬槽に液体供給部から液体を供給する構成が周知である。
【０００５】
　ここで、蓋部の平坦部を液体に浸漬させると、平坦部に気泡が付着してしまう場合が有
り、この場合、平坦部における気泡が付着した部位の洗浄、消毒、濯ぎが行い難くなって
しまう場合があった。
【０００６】
　よって、従来においては、浸漬槽に設けられた液体循環口と液体供給部とを用いて、浸
漬槽に対して蓋部の平坦部が浸漬する水位において液体を循環させることにより、流液に
より蓋部の平坦部から気泡の除去を行っていた。
【０００７】
　しかしながら、通常、液体供給部における液体の吐出口は、蓋部の平坦部が浸漬する液
体の水位よりも凸溝内において高く位置しているため、平坦部に対する送液角度が悪く、
気泡の除去がし難いといった問題があった。
【０００８】
　このような問題に鑑み、日本国第特開２００９－２２５８１３号公報では、蓋部の平坦
部に複数の突起を設けるとともに、平坦部に凸溝に向けて傾斜する傾斜面を設けることに
より、液体供給部からの送液に伴い、気泡を複数の突起によって形成された空間と傾斜面
と気泡の浮力とを利用して、平坦部から凸溝側に移動させる構成が開示されている。
【０００９】
 ところが、日本国第特開２００９－２２５８１３号公報の構成では、従来と同様に、液
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体供給部の吐出口が、蓋部の平坦部が浸漬する液体の水位よりも高く位置している。この
ため、やはり蓋部の平坦部に対する液体の供給角度が悪いことから、蓋部の平坦部に形成
された複数の突起及び傾斜面を利用したとしても気泡を動かし難いといった問題があった
。
【００１０】
 尚、このような問題に鑑み、直接、蓋部の平坦部に液体を直接供給できるよう、ノズル
の吐出口を、蓋部の平坦部が浸漬する液体の水位よりも低く位置させる、即ち、液体中に
浸漬する位置に吐出口を位置させることが考えられるが、単に液体を蓋部の平坦部に送液
するだけでは、気泡は除去できないことも分かっている。
【００１１】
 本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、液体供給部からの送液により、蓋部
の平坦部に付着した気泡を容易に除去することができる構成を具備する内視鏡リプロセッ
サを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
 本発明の一態様による内視鏡リプロセッサは、内視鏡を収容する凹溝を有する浸漬槽と
、側面及び上面を有する凸溝と、前記側面の下端から水平方向に延出された平坦部とを内
面に有し、前記浸漬槽を開閉自在な蓋部と、前記浸漬槽において、上端側が前記凸溝内に
位置するよう設けられた、前記浸漬槽に液体を供給する液体供給部と、前記液体供給部に
設けられた前記液体を吐出する開口であって、開口の内一部が前記側面と対向するよう配
置された吐出口と、前記液体供給部を駆動し、前記平坦部が前記液体に浸漬する第１水位
まで前記浸漬槽に前記液体を導入するとともに前記第１の水位において前記吐出口を介し
て前記平坦部及び前記側面に向け前記液体を吐出させる制御部と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施の形態の内視鏡リプロセッサにおける浸漬槽に蓋部が閉じられた状態を概
略的に示す図
【図２】図１の液体供給部の吐出口を、図１中のII方向からみた平面図
【図３】図１の内視鏡リプロセッサに設けられた給水循環ノズルの吐出口から浸漬槽に液
体を供給する構成を、浸漬槽に蓋部が閉じられた状態において概略的に示す部分断面図
【図４】図３の給水循環ノズルの吐出口から蓋部の平坦部及び側面に液体を送液している
状態を概略的に示す部分断面図
【図５】図３の蓋部を、図３中のV方向からみた上面図
【図６】図５中のVI-VI線に沿う蓋部の断面図
【図７】図５中のVII-VII線に沿う蓋部の断面図
【図８】内視鏡リプロセッサの一例を、蓋部が開放され、浸漬槽に内視鏡が収納自在な状
態において示す内視鏡リプロセッサの斜視図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、図面は模式的なものであり
、各部材の厚みと幅との関係、それぞれの部材の厚みの比率などは現実のものとは異なる
ことに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分
が含まれていることは勿論である。
【００１５】
 図１は、本実施の形態の内視鏡リプロセッサにおける浸漬槽に蓋部が閉じられた状態を
概略的に示す図、図２は、図１の液体供給部の吐出口を、図１中のII方向からみた平面図
である。
【００１６】
 本発明でいう内視鏡リプロセッサは、汚染された内視鏡や内視鏡付属品について、再生
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処理を行う装置である。
【００１７】
　 ここでいう再生処理とは特に限定されるものではなく、水によるすすぎ、有機物等の
汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微生物を排除または死滅させ
る滅菌、またはこれらの組み合わせのいずれであってもよい。
【００１８】
 図１に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、内視鏡１００（図３参照）が収容される
浸漬槽４と、浸漬槽４を開閉自在な蓋部３とを具備している。
【００１９】
 蓋部３は、高さ方向Ｈに沿って延在する周状の側面４１ｂと側面４１ｂの高さ方向Ｈの
上端を塞ぐ上面４１ａとを有する凸溝４１と、側面４１ｂの高さ方向Ｈの下端の周縁から
水平方向Ｒに延出された平坦部４２とを内面３ｎに有している。
【００２０】
 平坦部４２は、浸漬槽４に、第１水位Ｈ１まで液体Ｅが導入された際、液体Ｅに浸漬さ
れる。
【００２１】
 また、凸溝４１は、高さ方向Ｈにおいて平坦部４２より高く位置していることから、凸
溝４１の上面４１ａ及び側面４１ｂは、浸漬槽４に第１水位Ｈ１まで液体Ｅが導入された
際、液体Ｅに浸漬されない部位となっている。尚、液体Ｅとしては、洗浄液、消毒液、ま
たは濯ぎ水等が挙げられる。
【００２２】
 浸漬槽４は、内視鏡１００が収容される凹溝５０と、高さ方向Ｈにおける凹溝５０の上
端の外周縁に連設されたテラス部５１とを具備している。
【００２３】
 テラス部５１に、浸漬槽４に液体Ｅを供給する液体供給部６０における液体供給ノズル
６４が設けられている。液体供給ノズル６４は、浸漬槽４に対して蓋部３が閉じられた際
、上端側が凸溝４１内に位置する。
【００２４】
 また、液体供給ノズル６４には、液体Ｅを吐出する開口であって、浸漬槽４に閉じられ
た蓋部３の平坦部４２に対向するとともに、図１、図２に示すように、開口面積の内、所
定の割合Ｗが凸溝４１の側面４１ｂに対向するよう吐出口６４ｋが配置されている。
【００２５】
 液体供給ノズル６４は、吐出口６４ｋを介して浸漬槽４に第１水位Ｈ１まで液体Ｅを供
給するとともに、第１水位Ｈ１において平坦部４２及び側面４１ｂに向け液体Ｅを吐出さ
せる。
【００２６】
 また、テラス部５１には、液体供給ノズル６４の他、後述する図８に示すように、浸漬
槽４に供給された液体Ｅの第１水位Ｈ１を検知する水位検知部３２と、第１水位Ｈ１より
も高い第２水位Ｈ２（図３参照）を検知することにより浸漬槽４から液体Ｅが溢れてしま
うことを防止する水位検知部３６とが設けられている。尚、水位検知部３２と水位検知部
３６とは一体的に形成されていても構わない。
【００２７】
 また、水位検知部３２によって検知される第１水位Ｈ１は、浸漬槽４に蓋部３を閉じた
際における平坦部４２よりも高さ方向Ｈに若干高く位置している。これは、第１水位Ｈ１
まで液体Ｅを浸漬槽４に導入した際、確実に平坦部４２を液体Ｅに浸漬させるためである
。
【００２８】
 さらに、水位検知部３６によって第２水位Ｈ２が検知された場合は、それ以上、浸漬槽
４への液体Ｅの供給を続けると、浸漬槽４から液体Ｅが溢れてしまうため、後述する制御
部７０による浸漬槽４へ液体Ｅを供給する各種ポンプの駆動を停止する制御を行う。
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【００２９】
 また、液体供給ノズル６４としては、後述する図８に示すように、浸漬槽４に対して液
体Ｅを循環させる給水循環ノズル２４や、浸漬槽４に洗浄剤を供給する液体供給部６０に
おける洗剤ノズル２２や、浸漬槽４に消毒液を供給する液体供給部６０における消毒液ノ
ズル２３等が挙げられる。
【００３０】
 次に、図１の液体供給ノズルの吐出口から浸漬槽４に液体Ｅを供給する構成を、給水循
環ノズルを例に挙げて、図３を用いて概略的に説明する。
【００３１】
 図３は、図１の内視鏡リプロセッサに設けられた給水循環ノズルの吐出口から浸漬槽に
液体を供給する構成を、浸漬槽に蓋部が閉じられた状態において概略的に示す部分断面図
である。
【００３２】
 図３に示すように、浸漬槽４において、水位検知部３２よりも低い位置、例えば凹溝５
０の底面５０ｔに、循環口５６が設けられている。尚、循環口５６が設けられる位置は、
底面５０ｔに限定されない。
【００３３】
 また、内視鏡リプロセッサ１は、給水循環ノズル２４と、給水循環管路６１と、循環ポ
ンプ６２とを有する液体供給部６０を具備している。
【００３４】
 給水循環管路６１の一端は、給水循環ノズル２４内に設けられたノズル管路２４ｉに接
続されており、給水循環管路６１の他端は、循環口５６に接続されている。また、給水循
環管路６１の中途位置には、三方弁７５が介装されており、三方弁７５には、給水栓７６
が接続されている。
【００３５】
 尚、給水循環ノズル２４の構成は、上述した液体供給ノズル６４と同じである。即ち、
給水循環ノズル２４は、浸漬槽４に対して蓋部３が閉じられた際、上端側が凸溝４１内に
位置する。
【００３６】
 また、給水循環ノズル２４には、液体Ｅを吐出する開口であって、浸漬槽４に閉じられ
た蓋部３の平坦部４２に対向するとともに、吐出口６４ｋと同様に、開口面積の内、所定
の割合Ｗが凸溝４１の側面４１ｂに対向するよう吐出口２４ｋが配置されている。
【００３７】
 給水循環ノズル２４は、給水栓７６から給水循環管路６１、ノズル管路２４ｉを介して
、吐出口２４ｋから浸漬槽４に水を供給するとともに、浸漬槽４内の液体Ｅを、循環口５
６、給水循環管路６１、ノズル管路２４ｉを介して、吐出口２４ｋから再度浸漬槽４に供
給することにより、浸漬槽４に対して液体Ｅを循環させるものである。
【００３８】
 循環ポンプ６２は、給水循環管路６１における三方弁７５よりも循環口５６側の中途位
置に介装されている。循環ポンプ６２は、内視鏡リプロセッサ１の制御部７０によって駆
動制御される。
【００３９】
 尚、制御部７０は、液体供給部６０を構成する洗剤ノズル２２または消毒液ノズル２３
から、洗浄剤または消毒液が浸漬槽４に供給されるよう、洗剤ノズル２２、または消毒液
ノズル２３にそれぞれ接続された図示しない管路にそれぞれ介装された図示しないポンプ
をも駆動制御する。
【００４０】
 制御部７０は、例えば消毒液ノズル２３の管路に介装されたポンプを駆動することによ
り、消毒液ノズル２３から第１水位Ｈ１まで浸漬槽４に消毒液を導入するとともに、循環
ポンプ６２を駆動することにより、浸漬槽４内の消毒液を、循環口５６、給水循環管路６
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１、給水循環ノズル２４のノズル管路２４ｉを介して、第１水位Ｈ１において吐出口２４
ｋから平坦部４２及び側面４１ｂに向けて吐出させる。
【００４１】
 ここで、ノズル管路２４ｉは、第１の部位２４ｉａと、第２の部位２４ｉｃと、折り返
し部２４ｉｂとを具備している。
【００４２】
 第１の部位２４ｉａは、ノズル管路２４ｉにおいて、高さ方向Ｈにおける下方から上方
に向かう部位である。
【００４３】
 第２の部位２４ｉｃは、ノズル管路２４ｉにおいて、吐出口２４ｋに連通するとともに
、高さ方向Ｈにおける上方から下方に向かう部位である。
【００４４】
 折り返し部２４ｉｂは、第２水位Ｈ２よりも高さ方向Ｈにおける高い位置において、第
１の部位２４ｉａ及び第２の部位２４ｉｃに接続されるとともに、ノズル管路２４ｉの進
行方向を、第１の部位２４ｉａから第２の部位２４ｉｃに折り返すものである。
【００４５】
 よって、吐出口２４ｋは、第２の部位２４ｉｃに連通するよう位置していることから、
折り返し部２４ｉｂよりも、高さ方向Ｈにおいて低い位置に配置されている。
【００４６】
 尚、上述したように、吐出口２４ｋは、浸漬槽４に閉じられた蓋部３の平坦部４２に対
向するとともに、開口面積の内、所定の割合Ｗが凸溝４１の側面４１ｂに対向するよう配
置されている。
【００４７】
 しかしながら、平坦部４２が液体Ｅに浸漬する第１水位Ｈ１や第１水位Ｈ１よりも高い
第２水位Ｈ２まで浸漬槽４に液体Ｅが導入されていたとしても、第２水位Ｈ２よりも高く
位置している折り返し部２４ｉｂにより、液体Ｅがノズル管路２４ｉにおいて給水循環管
路６１側に逆流してしまうことがない。
【００４８】
 これは、給水循環管路６１側に浸漬槽４内の汚物が液体Ｅとともに進入してしまうこと
を防ぎたいためである他、給水循環管路６１は、上述したように、給水栓７６にも接続さ
れているため、浸漬槽４内の液体Ｅが給水栓７６に逆流してしまうことを防ぎたいためで
ある。
【００４９】
 また、第２の部位２４ｉｃの断面積Ｖ２は、第１の部位２４ｉａの断面積Ｖ１よりも大
きくなっている（Ｖ２＞Ｖ１）。
【００５０】
 これは、第２の部位２４ｉｃの断面積が第１の部位２４ｉａの断面積以下であると、折
り返し部２４ｉｂにおける管路抵抗により第２の部位２４ｉｃにおいて吐出口２４ｋに向
かう液体Ｅの流量が、第１の部位２４ｉａを流れる液体Ｅの流量よりも低下してしまうた
めである。
【００５１】
 即ち、吐出口２４ｋから吐出される液体Ｅの流量低下を防ぐとともに、吐出口２４ｋか
ら側面４１ｂ及び平坦部４２に供給される液体Ｅの流量を十分に確保するためである。
【００５２】
 さらに、給水循環ノズル２４の凸溝４１の上面４１ａに対向する上端に、ノズル管路２
４ｉに連通する他の開口部２４ｐが配置されている。
【００５３】
 他の開口部２４ｐは、上面４１ａに向けてノズル管路２４ｉを流れる液体Ｅを吐出する
ことにより、上面４１ａ及び側面４１ｂの洗浄、消毒、濯ぎ等を行うとともに、ノズル管
路２４ｉ内に発生する何らかの陰圧により、液体Ｅが給水循環管路６１側に逆流してしま
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うことを防ぐ。
【００５４】
 次に、本実施の形態の作用について、図４を用いて簡単に説明する。図４は、図３の給
水循環ノズルの吐出口から蓋部の平坦部及び側面に液体を送液している状態を概略的に示
す部分断面図である。尚、以下、内視鏡１００とともに蓋部３の平坦部４２を消毒する場
合を例に挙げて示す。
【００５５】
 先ず、浸漬槽４内に収容された内視鏡１００を消毒する場合は、制御部７０は、消毒液
ノズル２３の管路に接続されたポンプを駆動させることにより、消毒液ノズル２３から浸
漬槽４に消毒液を供給する。この際、消毒液は、蓋部３の平坦部４２も消毒するため、平
坦部４２が消毒液に浸漬される第１水位Ｈ１まで供給される。
【００５６】
 その結果、平坦部４２は消毒液に浸漬されるが、図４に示すように、平坦部４２に気泡
Ｂ１が付着してしまう場合がある。
【００５７】
 この際、平坦部４２から気泡Ｂ１を除去するため、制御部７０の駆動制御により、循環
ポンプ６２を駆動することにより、浸漬槽４内の消毒液を、循環口５６、給水循環管路６
１、ノズル管路２４ｉを介して、吐出口２４ｋから浸漬槽４に対して消毒液を吐出させる
。
【００５８】
 ここで、吐出口２４ｋは、浸漬槽４に閉じられた蓋部３の平坦部４２に対向するととも
に、開口面積の内、所定の割合Ｗが凸溝４１の側面４１ｂに対向するよう配置されている
。よって、吐出口２４ｋから吐出された消毒液は、対向する平坦部４２に直接送液される
とともに、側面４１ｂにも送液される。
【００５９】
 また、上述したように、第２の部位２４ｉｃの断面積Ｖ２は、第１の部位２４ｉａの断
面積Ｖ１よりも大きいことから、十分な流量の消毒液が、平坦部４２や側面４１ｂに供給
される。
【００６０】
 また、側面４１ｂに送液された消毒液は、側面４１ｂに衝突することにより、浸漬槽４
において第１水位Ｈ１まで貯留された消毒液の水面に気泡Ｂ２が発生する。気泡Ｂ２は、
吐出口２４ｋから平坦部４２に供給される消毒液の送液に混じり、平坦部に付着されてい
る気泡Ｂ１に衝突する。
【００６１】
 その結果、気泡Ｂ２は、気泡Ｂ１を巻き込みながら大型の気泡Ｂ３となるため、平坦部
４２に向けた吐出口２４ｋからの消毒液の供給に伴い、平坦部４２から離間しやすくなる
。即ち、除去しやすくなる。
【００６２】
 このように、本実施の形態においては、液体Ｅの送液のみならず、側面４１ｂへの送液
に伴って発生する気泡Ｂ２を用いて、平坦部４２に付着された気泡Ｂ１を除去する。
【００６３】
 尚、以上の作用は、消毒液に限定されず、洗浄液、または濯ぎ水等においても同様であ
る。また、給水循環ノズル２４に限定されず、他の液体供給ノズル６４を用いる場合にお
いても同様である。
【００６４】
 このように、本実施の形態においては、液体供給ノズル６４において、吐出口６４ｋは
、浸漬槽４に閉じられた蓋部３の平坦部４２に対向するとともに、開口面積の内、所定の
割合Ｗが凸溝４１の側面４１ｂに対向するよう配置されていると示した。
【００６５】
 このことによれば、浸漬槽４に第１水位Ｈ１まで液体Ｅを導入して平坦部４２を液体Ｅ
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に浸漬させた際、平坦部４２に気泡Ｂ１が付着してしまったとしても、吐出口６４ｋは、
平坦部４２に対向するよう、平坦部４２と一部が略同じ高さに位置していることから、平
坦部４２に向けて最適な角度にて直接液体Ｅを供給することができる。
【００６６】
 また、吐出口６４ｋの所定の割合Ｗが側面４１ｂに対向していることにより、吐出口６
４ｋから吐出させた液体Ｅを側面４１ｂに衝突させることにより水面に気泡Ｂ２を発生さ
せ、気泡Ｂ２を液体Ｅとともに気泡Ｂ１に衝突させて大型の気泡Ｂ３を形成することがで
きる。
【００６７】
 以上から、吐出口６４ｋから平坦部４２に供給される液体Ｅにより平坦部４２に付着さ
れ、気泡Ｂ２の衝突に伴い大型化して平坦部４２から離間しやすくなっている気泡Ｂ３を
、吐出口６４ｋからの送液に伴い容易に除去することができる。
【００６８】
 また、吐出口６４ｋの一部が第１水位Ｈ１よりも低く位置していたとしても、ノズル管
路２４ｉには、第２水位Ｈ２よりも高く位置する折り返し部２４ｉｂが形成されているこ
とから、浸漬槽４内の液体Ｅがノズル管路２４ｉにおいて吐出口６４ｋを介して逆流して
しまうことがない。
【００６９】
 以上から、液体供給部６０からの送液により、蓋部３の平坦部４２に付着した気泡Ｂ１
を容易に除去することができる構成を具備する内視鏡リプロセッサ１を提供することがで
きる。
【００７０】
 本実施例では、給水循環ノズル２４と、給水循環管路６１と、循環ポンプ６２とを備え
た液体供給部６０を例に挙げたが、液体供給部６０はこれに限定されない。
【００７１】
 液体供給部６０は浸漬槽４に液体を供給する構造であればよく、例えば、給水循環ノズ
ル２４と、給水循環管路６１と、浸漬槽４の内圧を調整する調整部と、から液体供給部６
０を構成することもできる。
【００７２】
 尚、以下、変形例を、図５～図７を用いて示す。図５は、図３の蓋部を、図３中のV方向
からみた上面図、図６は、図５中のVI-VI線に沿う蓋部の断面図、図７は、図５中のVII-V
II線に沿う蓋部の断面図である。
【００７３】
 図５～図７に示すように、蓋部３の内面３ｎの平坦部４２において、内面３ｎの略中央
部から凸溝４１及び蓋部３の外周縁に向かって高くなるよう傾斜する傾斜面４２ａ、４２
ｂがそれぞれ形成されていても構わない。
【００７４】
 このことによれば、吐出口６４ｋから平坦部４２への送液に伴い、平坦部４２の略中央
部に付着されている気泡Ｂ１を、傾斜面４２ａ、４２ｂを用いて凸溝４１や蓋部３の外周
縁側へと移動させやすくなる。
【００７５】
 尚、平坦部４２において、傾斜面が形成される位置は、図６、図７に限定されず、気泡
Ｂ１を移動させやすくするため、様々な位置が想定できることは云うまでもない。
【００７６】
 次に、本実施の形態における内視鏡リプロセッサ１の一例を、図８を用いて説明する。
図８は、内視鏡リプロセッサの一例を、蓋部が開放され、浸漬槽に内視鏡が収納自在な状
態において示す内視鏡リプロセッサの斜視図である。
【００７７】
　同図に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、使用済みの内視鏡１００を洗浄、消毒す
るための装置であり、装置本体２と、その上部に、例えば図示しない蝶番を介して開閉自
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在に接続された蓋部３とにより主要部が構成されている。
【００７８】
　蓋部３が、装置本体２に閉じられている状態では、装置本体２と蓋部３とは、装置本体
２及び蓋部３の互いに対向する位置に配設された、例えばラッチ８により固定される構成
となっている。
【００７９】
　装置本体２の操作者が近接する図中前面であって、例えば左半部の上部に、洗剤／アル
コールトレー１１が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。
【００８０】
　洗剤／アルコールトレー１１には、内視鏡１００を洗浄する際に用いられる洗浄剤が貯
留された洗剤タンク１１ａと、リプロセス後の内視鏡１００を乾燥する際に用いられるア
ルコールが貯留されたアルコールタンク１１ｂとが収納されており、洗剤／アルコールト
レー１１が引き出し自在なことにより、各タンク１１ａ、１１ｂに、所定に液体が補充で
きるようになっている。
【００８１】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１には、２つの窓部１１ｍが設けられており、該窓部１
１ｍにより、各タンク１１ａ、１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコールの残量が操
作者によって確認できるようになっている。
【００８２】
　また、装置本体２の前面であって、例えば右半部の上部に、消毒液トレー１２が、装置
本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。
【００８３】
 消毒液トレー１２には、内視鏡１００を消毒する際に用いる、例えば過酢酸等の消毒液
が注入された２つの薬液ボトル１２ａ、１２ｂが収納されており、消毒液トレー１２が、
引き出し自在なことにより２つの薬液ボトル１２ａ、１２ｂを所定にセットできるように
なっている。
【００８４】
 尚、消毒液トレー１２には、２つの窓部１２ｍが設けられており、該窓部１２ｍにより
、各薬液ボトル１２ａ、１２ｂに注入されている消毒液の残量が操作者によって確認でき
るようになっている。
【００８５】
　さらに、装置本体２の前面であって、消毒液トレー１２の上部に、洗浄消毒時間の表示
や、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されている
。
【００８６】
 また、装置本体２の図中前面の下部に、装置本体２の上部に閉じられている蓋部３を、
操作者の踏み込み操作により装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ１４が配設さ
れている。
【００８７】
　また、装置本体２の上面の、例えば操作者が近接する前面側の右端寄りに、装置本体２
の洗浄、消毒動作スタートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定スイッ
チ類が配設されたメイン操作パネル２５が設けられているとともに、操作者が近接する前
面側の左端寄りに、近付けられた内視鏡１００から情報を受け取る、例えばＲＦＩＤか構
成された受信部２２５が設けられている。
【００８８】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面に対向する背面側に、装置本
体２に水道水を供給するための給水栓７６（図３参照）に接続された図示しない給水ホー
スが接続される給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１に、
水道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【００８９】
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　さらに、装置本体２の上面の略中央部に、内視鏡収納口を蓋部３によって開閉される、
内視鏡１００が収納自在な浸漬槽４が設けられている。
【００９０】
 浸漬槽４は、上述したように、内視鏡１００が収容される凹溝５０と、凹溝５０の外周
縁に連続して周設されたテラス部５１とにより構成されている。
【００９１】
 凹溝５０の底面５０ｔには、浸漬槽４に供給された洗浄液、水、アルコール、または消
毒液等を浸漬槽４から排液するための排水口５５が設けられているともに、洗浄槽毒槽４
に供給された洗浄液、水、または消毒液等を、内視鏡１００の内部に具備された各管路に
供給する、またはメッシュフィルタ等を介し、給水循環ノズル２４から浸漬槽４に再度供
給するための循環口５６が設けられている。尚、循環口５６には、洗浄液等を濾過するメ
ッシュフィルタが設けられていても良い。
【００９２】
　テラス部５１の任意の位置に、浸漬槽４に供給された洗浄液、水、消毒液等の第１水位
Ｈ１を検知するカバー付きの水位検知部３２が設けられているとともに、第２水位Ｈ２を
検知する水位検知部３６が設けられている。
【００９３】
　また、テラス部５１に、浸漬槽４に対し、洗剤タンク１１ａから水道水により所定の濃
度に希釈される洗浄剤を供給するための洗剤ノズル２２及び消毒液を供給するための消毒
液ノズル２３が設けられている。
【００９４】
 さらに、テラス部５１に、浸漬槽４に対し給水するための、または循環口５６から吸引
した洗浄液、水、消毒液等を、再度浸漬槽４に供給するための給水循環ノズル２４が設け
られている。
【００９５】
　さらに、テラス部５１に、内視鏡１００の内部に具備された送気送水管路及び吸引管路
に、洗浄液、水、アルコール、消毒液、またはエア等を供給するための複数、ここでは２
つの送気送水／鉗子口用コネクタ３３と、内視鏡１００の内部に具備された副送水管路に
、洗浄液、水、アルコール、消毒液、またはエア等を供給するための複数、ここでは２つ
の副送水／鉗子起上用コネクタ３４と、内視鏡１００の漏水検知用コネクタ３５とが設け
られている。
【００９６】
　尚、上述した内視鏡リプロセッサの構成はあくまでも一例であり、この構成に限定され
ないことは勿論である。
【００９７】

　本出願は、２０１４年６月１３日に日本国に出願された特願２０１４－１２２６７４号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲
、図面に引用されたものである。
【要約】
 浸漬槽４と、凸溝４１と、蓋部３と、液体供給部６０と、液体供給部６０に設けられた
液体Ｅを吐出する開口であって、開口面積の内、所定の割合が側面４１ｂと対向するよう
配置された吐出口６４ｋと、液体供給部６０を駆動し、平坦部４２が液体Ｅに浸漬する第
１水位Ｈ１まで浸漬槽４に液体Ｅを導入するとともに第１の水位Ｈ１において吐出口６４
ｋを介して平坦部４２及び側面４１ｂに向け液体Ｅを吐出させる制御部と、を具備する。
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